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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月22日(2021.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　図５（ｂ）に示すように、ｆｌａｇ＿ｂは１ビットの値であり、ｆｌａｇ＿ｂが０の場
合、ライブラリデータＤ２を参照せず、続くｄａｔａに第１方向の変位δが登録されてい
ることを示す。ｆｌａｇ＿ｂが１の場合、ライブラリデータＤ２を参照し、続くｄａｔａ
に、ライブラリ参照情報が登録されていることを示す。すなわち、ｆｌａｇ＿ｂが１の場
合、ライブラリデータＤ２に登録されている頂点列を用いて辺を表現していることを示す
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　２つ目の分割図形は、上下の両方の辺Ｓ３、Ｓ４の情報が登録されるため、ｆｌａｇ１
は００となる。辺Ｓ３、Ｓ４は直角タイプであり、ライブラリデータＤ２の頂点列を使用
しないため、ｆｌａｇ＿ａは００、ｆｌａｇ＿ｂは０となる。ｄａｔａには第１方向の変
位δ２１、δ２２が登録される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　３つ目の分割図形は、上下の両方の辺Ｓ５、Ｓ６の情報が登録されるため、ｆｌａｇ１
は００となる。辺Ｓ５、Ｓ６は任意角タイプであり、ライブラリデータＤ２の頂点列を使
用できるため、ｆｌａｇ＿ａは０１、ｆｌａｇ＿ｂは１となる。辺Ｓ６は参照番号Ｒｅｆ
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１の頂点列を任意角タイプの線で結んだものであり、辺Ｓ５は同じ参照番号Ｒｅｆ１の頂
点列を反転して任意角タイプの線で結んだものである。そのため、辺Ｓ５は、ｍｉｒｒｏ
ｒが１、ｒｏｔ＿ｎｏが００、ｒｅｆ＿ｎｏがＲｅｆ１となる。辺Ｓ６は、ｍｉｒｒｏｒ
が０、ｒｏｔ＿ｎｏが００、ｒｅｆ＿ｎｏがＲｅｆ１となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　４つ目の分割図形は、上下の両方の辺Ｓ７、Ｓ８の情報が登録されるため、ｆｌａｇ１
は００となる。辺Ｓ７、Ｓ８は直角タイプであり、ライブラリデータＤ２の頂点列を使用
しないため、ｆｌａｇ＿ａは００、ｆｌａｇ＿ｂは０となる。ｄａｔａには第１方向の変
位δ４１、δ４２が登録される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　図１４に示すように、ｆｌａｇ＿ｃは１ビットの値であり、ｆｌａｇ＿ｃが０の場合、
他の頂点列データを参照せず、続くｄａｔａに、１つ前の点からの相対座標ｄｘｎ、ｄｙ
ｎが登録されていることを示す。ｆｌａｇ＿ｃが１の場合、他の頂点列を参照し、続くｄ
ａｔａに、ライブラリ参照情報が登録されていることを示す。
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